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歴
史
研
究
の
醍
醐
味
の
一
つ
は
、
史
料
の
謎
解
き
に
あ
る
だ
ろ
う
。
な
か

で
も
「
塵
芥
集
」
は
、
解
釈
で
き
そ
う
で
で
き
な
い
条
文
が
多
く
、
謎
の
宝

庫
と
も
い
え
る
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
、
論
文
な
ど
で

は
語
ら
れ
な
い
「
史
料
読
み
」
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
、
福
島
の
温
泉
宿
と

居
酒
屋
で
の
対
談
と
い
う
形
式
で
「（

笑
）
」
を
交
え
つ
つ
披
露
し
、
読
者
に

追
体
験
し
な
が
ら
感
じ
て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
序
 
戦
国
法
の
魅
力
／
Ⅰ
 
犯
罪
者
を
つ
か
ま
え
ろ
／

Ⅱ
 
売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ゆ
る
さ
な
い
／
Ⅲ
 
立
法
の
情
報
ソ
ー
ス
を
さ
ぐ

る
�
原
「
塵
芥
集
」
を
も
と
め
て
／
Ⅳ
 
戦
国
大
名
の
夢
の
あ
と

�
伊
達
稙
宗
と
桑

折
西
山
城
。
 

 
Ⅰ
で
は
、
検
断
沙
汰
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
〝
ア
ジ
ー
ル
へ
の
「
挑
戦
」

〟
を
テ
ー
マ
に
、
盗
人
が
山
中
で
「
狩
人
と
な
ず
ら
へ
」
て
人
の
財
宝
を
奪

う
こ
と
を
禁
じ
た

65条
等
か
ら
、
独
自
の
ル
ー
ル
を
も
つ
山
の
世
界
に
対
す

る
制
限
を
、
「
家
宅
捜
索
」
関
係
の
条
文
か
ら
、「

家
」
の
治
外
法
権
に
対
す

る
規
制
を
検
討
す
る
。
次
に
、
〝
自
力
救
済
と
当
事
者
主
義
〟
と
題
し
て
、

窃
盗
事
件
等
で
被
害
者
側
が
容
疑
者
の
捕
縛
等
を
行
う
自
力
救
済
社
会
の
諸

問
題
と
伊
達
氏
に
よ
る
自
力
の
規
制
を
考
察
す
る
。
 

 
Ⅱ
は
、
土
地
と
下
人
の
売
買
、
質
屋
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。

ま
ず
、
買
地
安
堵
状
に
関
す
る
規
定
に
注
目
し
、
主
従
関
係
・
親
権
・
本
主

権
を
め
ぐ
る
争
い
や
安
堵
状
発
給
の
意
義
を
追
究
す
る
。
そ
の
上
で
、
本
銭

返
し
や
年
季
売
り
証
文
の
受
給
者
問
題
や
証
文
紛
失
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
考
察

す
る
。
下
人
売
買
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
や
下
人
と
名
子
・
被
官
の
違
い
、

下
人
が
「
独
立
へ
の
奮
闘
」
を
見
せ
る
様
子
に
迫
る
。
そ
し
て
、
「
塵
芥
集
」

と
「
蔵
方
之
掟
」
で
矛
盾
す
る
質
屋
の
規
定
を
取
り
上
げ
、
土
倉
同
業
者
団

体
や
伊
達
家
側
の
意
向
も
法
に
反
映
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
 

 
Ⅲ
で
は
、
「
塵
芥
集
」
の
編
纂
過
程
を
探
る
。「

御
成
敗
式
目
」
と
の
比
較

か
ら
、
戦
国
的
性
格
や
「
塵
芥
集
」
の
特
色
を
見
出
し
、
使
用
文
言
の
違
和

感
や
所
務
沙
汰
規
定
の
少
な
さ
か
ら
、
式
目
以
外
の
参
考
法
令
の
存
在
を
想

定
す
る
。
な
お
、
論
点
の
一
つ
「
時
の
守
護
所
」
は
、「
所
」
な
ら
ば
問
題
な

か
ろ
う
。
Ⅳ
は
、
落
し
物
の
札
を
掲
げ
さ
せ
た
「
西
山
の
橋
も
と
」
や
寺
院

跡
、
側
室
や
家
臣
の
名
を
も
つ
館
跡
を
訪
ね
な
が
ら
西
山
城
跡
を
巡
り
、
稙

宗
の
人
間
像
に
も
思
い
を
馳
せ
る
。
 

 
以
上
の
よ
う
に
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
謎
は
謎
の
ま
ま
の
部
分
も
あ
る
。

一
部
の
研
究
者
か
ら
は
、「
そ
の
先
を
悩
ん
で
い
る
の
に
史
料
解
釈
だ
け
書
か

れ
て
困
る
」
と
嘆
く
声
も
聞
か
れ
た
。
だ
が
、「

史
料
読
み
」
の
楽
し
さ
と
難

し
さ
を
伝
え
た
い
、
と
い
う
本
書
の
目
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
特

に
、
こ
れ
か
ら
「
塵
芥
集
」
の
魅
力
に
迫
り
た
い
と
い
う
人
に
と
っ
て
良
書

と
な
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
際
は
「
塵
芥
集
」
以
外
の
史
料
も
参
照
に
す
る
と

考
察
は
よ
り
深
ま
る
。
例
え
ば
、
科
人
成
敗
の
様
子
は
政
宗
期
か
ら
想
定
で

き
る
所
も
あ
り
、
侍
と
以
下
と
い
う
身
分
区
分
の
意
義
も
推
論
で
き
る
で
あ
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ろ
う
。
な
お
、
対
談
に
は
高
志
書
院
の
濱
久
年
氏
も
参
加
し
、
専
門
用
語
や

事
象
の
説
明
を
促
す
役
割
や
案
内
役
、「
（
笑
）」

を
主
に
担
当
し
て
お
り
、
本

づ
く
り
の
楽
し
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
一
書
で
あ
る
。
 
 
（
遠
藤
ゆ
り
子
）
 

      

         

 
 


